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 平成 23 年１月 27 日 
各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ル バ ッ ク  

代 表 者 名 代表取締役社長 諏訪 秀則 

(コード番号：6728 東証一部) 

問 合 せ先 取締役経営企画室長 本 吉  光 

(TEL. 0467-89-2033 大代表) 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 22 年８月 12 日に公表いたしました平成 23 年６月期第２四半期累計期

間及び平成 23 年６月期通期連結業績予想につきまして下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

 

記 

１. 平成 23 年６月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年７月 1 日～平成 22 年 12 月 31 日）     

                                                    単位：百万円 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 
純利益 

1 株当たり四半

期純利益（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 116,000 2,000 1,200 350 7.09 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 119,000 900 700 △900 △18.24 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 3,000 △1,100 △500 △1,250 - 

増 減 率            （％） 2.6 △55.0 △41.7 - - 

（ご参考）前期第２四半期実績

（平成 22 年６月期第２四半期） 
92,279 △2,011 △1,778 △1,227 △28.60 

 

２. 平成 23 年６月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年７月１日～平成 23 年６月 30 日） 

                                                          単位：百万円 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当期 

純利益（円） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 230,000 8,200 6,500 3,400 68.90 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 230,000 5,700 4,500 400 8.11 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） - △2,500 △2,000 △3,000 - 

増 減 率            （％） - △30.5 △30.8 △88.2 - 

（ご参考）前期通期実績 

（ 平成 2 2 年６月期） 
221,804 4,809 4,942 2,138 46.60 
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３. 業績予想修正の理由（第２四半期累計期間及び通期連結業績） 

（１）平成 23 年６月期第２四半期累計期間 

連結業績予想につきましては、売上高は、スマートフォンやタブレット PC などの販売が好調な影響を受け、

FPD 製造装置、半導体製造装置、コンポーネントなどが好調を維持し、連結売上高は 1,190 億円（当初予想

1,160 億円）になる見込みです。一方、営業利益につきましては、本日公表いたしました「貸倒引当金の計上に

関するお知らせ」に記載の通り、PV（太陽電池）製造装置における、韓国アルティソーラー株式会社向け薄膜シ

リコン太陽電池用一貫製造ラインの設備費用の売掛金の一部回収の見込みが立たなくなる懸念があることによ

り、貸倒引当金 50 億 41 百万円（個別引当 36 億 97 百万円とこれに伴う一般債権繰入率上昇による引当 13 億

44 百万円）を計上することで、営業利益の予想を９億円（当初予想 20 億円）に修正いたします。経常利益、四

半期純利益の予想に関しましても、上記理由により、各々修正をいたします。 

 

（２）平成 23 年 6 月期通期連結業績 

連結業績予想につきましては、連結売上高は 2,300 億円（当初予想 2,300 億円）になる見込みです。営業利

益につきましては、上記理由により、57億円（当初予想 82億円）、経常利益は 45 億円（当初予想 65億円）、当

期純利益は４億円（当初予想 34 億円）を予想しております。 

 

 当社といたしましては、当該企業に対する与信判断や売買契約締結時における前受金の受領など、当社とし

て考えられるリスク管理を慎重に進め、当該企業の生産開始から代金回収に注力をしてまいりましたが、結果的

に契約金額の大部分が回収できない懸念が大きくなりました。このため、このような事態に見舞われたことに対

し、与信管理の見直しを含めた再発防止策を早急に行っております。 又、収益面につきましては、更なるコス

トダウンの推進や経費及び固定費削減を実施し、収益回復に努めてまいります。 

 

４. 役員報酬の減額について  

今回の貸倒引当金の計上に関する経営責任を明確にするために、以下のとおり役員報酬の減額を実施す

ることといたしましたのでお知らせいたします。  

（１） 役員報酬の減額の内容  

代表取締役 ： 役員報酬月額の15%を減額 

取締役副社長 ： 役員報酬月額の10%を減額  

当該事業担当取締役 ： 役員報酬月額の５%を減額 

（２） 期間 

  平成23年２月～４月（３ヶ月） 

 

５. 配当予想 

配当予想に関しましては、従来予想いたしました 21 円にて変更はありません。 

 

 

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


